








0 歳時初期に,感覚運動発達遅滞を示す子供の中には,個体自身の持つ病気によるもの,そ

の子供が置かれた環境の不備によるもの,あるいはその両方の要素を持つものが混在して

おり,医師,看護婦,保健婦など，診断や相談にあたるものにとっては，判断にある程度の不

確実さを残さざるを得ない。またこの様な場合は,多少のあいまい.さを残したまま経過を

追う事になるが,その事がまた母親や家族にとって新たな負担となるのである。 

従って,(1)感覚運動発達の遅れた乳幼児に'対して,症状に応じて,早期感覚運動を重視し

た発達指導を行ない,独歩を最終目標として,月令に応じた運動能力を獲得させる事,(2)母

親とともに経過を定期的に追う事で,risk 児を早期に選別し必要な助成をする事,(3)運動

面のみでなく,言葉や知的発達を促すよう助言し,より良い環境を整える事などが必要とな

る。 


